







































































































































































































































Io　 the　nigbt　I　sp塵t　something　strange　and　 1elt　somethin琶　 in　mヲ　 chesし
　　　　　　（30）
was　broken，
“Strange”たる点において，主人公とその敵対者は見事に一である。そしてこのstra－
ngenessが弱肉強食の自然主義的世界における孤立すべき人間存在のあり方の謂であるな
らば，死は」to。　far。ut”していた“outsider”の帰着点であり，そこに至って初めて
strangeなるものが賦なわれるということであろうか。
　魚即キリスト即主人公の連想をここでも働かせると，私達はキリスト教的なstrangeな
る人間存在に対する贈の一つの暗示を認めないわけにはいくまい。永眠する主人公を二枚
の絵が見守っている。その一は“The　Virgin。l　C。bre”であり他は“The　Sacred　Heart
。f　ieSUS”であったのだ。
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［V］
　作品は淡々と受難を連想させる主人公の死に至る過程と猫に顕著なそれに対する現実世
界の無関心とを伝えて終わっている。結局，物語は主人公の最期の数日間を時の矢にのせ
て描いたのであるが，読者がpath。Sは感じても悲劇に一般である喪失感を持たないのは現
世の絶望がキリスト教的な愛によって贈なわれるという福音の教えを象徴的に読み取る
ことが避け難いためであろう。しかし，The　OldMan　and　the　Seaが教訓の見え透いた
parebleに終わっていない所以はあくまでもその頑とした現実肯定にあるように思われる。
二枚の象徴的な絵の下で，Santiagoは安らかに眠ったかもしれないが，その小屋の外の世
界はそれまでと全く変わるところがないのである。少なくとも，老人の“lost　7。”th”た
るMen。lo少年にとって世界は相変わらず独り戦うべき場として在る，その“tUtor”にと
ってそうであったように。
＊ ＊ ＊
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